
７月１０日に社会福祉協議会の方を講師に迎え、ふくし移動教室を行いました。内容は、高齢者

体験ということで、膝のサポーター・おもり付きベスト・軍手・ゴーグルを身につけ、関節の不自

由さや背中の曲がり、手元の不自由さや視界の不調について、身をもって経験することができまし

た。特に、新聞紙のめくりづらさや青色と緑色の区別がつかないことに予想以上の気づきがあった

ようです。 

体験終了後の質問コーナーでは、高齢者に対してどのように接していったらよいのかという実践

的な質問が多く聞かれました。子どもたちの中に高齢者に対する思いやりの気持ちが育ったのでは

ないかと思います。 

夏休みを前にして、司書教諭の三輪先生によるブックトークが行われました。様々なジャンルか

ら、子どもたちにあった本を選んで紹介していただきました。これを参考に読書したり、宿題の図

書おすすめカードに取り組んだりしていただければと思います。 


